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国営農地整備再編事業「亀岡地区」関係遺跡
平成18・19年度発掘調査報告

時塚遺跡第15・17次

はじめに

時塚遺跡は京都府亀岡市馬路

町時塚・筋違ほかに所在する。

今回の調査は農林水産省近畿農

政局が計画、推進している国営

農地再編整備事業「亀岡地区」

に伴って実施した。

時塚遺跡は桂川東岸の段丘上

に立地しており、稲葉山の南麓

に展開する。周辺には多数の遺

跡が存在し、これまで当調査研

究センターをはじめ、亀岡市教

育委員会、京都府教育委員会が

この事業に伴う発掘調査を実施

し、多数の成果を挙げている。

その成果については大部分がすでに報告済みであるため本縞では割愛する。

時塚遺跡の調査は、当調査研究センター、亀岡市教育委員会、京都府教育委員会が調査を実施

し、平成６年の西園部京都送電線工事に伴う調査を第１次調査とし、17次におよぶ発掘調査が実

施されてきた。その結果、時塚遺跡は縄文時代中期からの遺構、遺物が確認され、弥生時代中期

には集落と墓域が展開し、古墳時代中期には特異な盾持ち人形埴輪をもつ時塚１号墳を中心とし

た古墳群が展開すること、そして奈良から平安時代にかけては掘立柱建物群を中心に集落が営ま

れることなどが明らかとなってきている。

今回、報告を実施する時塚遺跡第15次は平成18年8月17日から平成19年２月22日にかけて、第

17次は平成19年４月23日から平成19年9月27日にかけてそれぞれ調査を実施した。

なお、現地調査を実施するに際して様々な面でご指導、ご協力を頂いた、地元自治会をはじめ

とする関係諸機関、ならびに調査に参加いただいた作業員・補助員・整理員の皆様方に謝意を表

する。本稿の執筆は、各担当者が行ったほか、立命館大学大学院生谷上真由美が分担し、各項末

尾に執筆者を記した。� （石崎善久）

第１図　調査地位置図および周辺主要遺跡分布図（1/50,000）
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第２図　時塚遺跡調査地全体図



国営農地再編整備事業「亀岡地区」平成 18・19 年度発掘調査報告

-3-

１．時塚遺跡第15次

（１）調査経過

時塚遺跡第15次調査区は府道郷ノ口余部線の東側に設定された調査区であり、当調査研究セン

ターの実施した第８次調査Ｄ地区の南に隣接する。調査は亀岡市教委員会と京都府教育委員会の

実施した試掘調査の結果を受け、造成により遺跡の損壊する部分を対象に京都府教育委員会との

協議を経た上で実施した。

現地調査は当調査研究センター調査第２課調査第１係長小池寛、同次席総括調査員伊野近富、

同主任調査員岩松保、同専門調査員黒坪一樹が担当した。

調査区は１〜５地区に分けて調査を実施した。また、調査途中で３地区と２地区の間に６地区

が追加され、最終的には合計６地区に分けて調査を実施することとなった。

調査は平成18年９月４日に着手し、重機による表土掘削を実施したのち、人力により順次、遺

構掘削、記録作業を実施した。現地説明会は平成19年１月27日に行い、多数の参加者を得ること

ができた。現地調査は平成19年２月22日をもって終了した。調査面積は5,400㎡である。

今回の調査地の基本的な層序は時塚遺跡第６・８次調査と変わることなく、耕作土・床土・遺

物包含層・クロボク層・黄褐色系粘質土もしくは砂質土の地山である。クロボク層は３・５地区

を中心に認められたが、その他の地区では地山面上で遺構を検出した。

遺構はピット、竪穴式住居跡、古墳、方形周溝墓などを検出した。調査段階では各トレンチご

とに遺構番号を通しで付していたが、整理作業段階では、古墳の周溝および周溝墓には新たに番

号を付すこととした。古墳は時塚３号墳とし、方形周溝墓に関しては、周溝墓を構成するとみら

れる複数の溝から復原的に15−１号墓のように周溝墓を復原した上で番号を付し報告を行う（第

３図）。また、方形周溝墓の規模に関しては原則として、溝の心々間距離をとる。なお、報告に

おいては方形周溝墓番号と、遺構番号の両者を併記することとする。

遺物の取り上げに際しては、東西方向にＡ〜Ｚ、南北方向に１〜25の４mメッシュを座標に沿

って設定し、小地区とした。遺物は原則、このメッシュにしたがって取り上げ作業を実施した。

そのため、方形周溝墓などでは正確な出土位置が把握できていない遺物が存在する。

以下、各地区ごとに報告を実施する。なお、小規模なピットや性格不明の溝などからは弥生土

器の遺物が少量出土しているが、これは下層の遺構の遺物が混入している可能性がきわめて高い

ものと判断された。そのため、原則として、整理作業段階で帰属年代の明らかとなった弥生・古

墳時代の遺構・遺物と、飛鳥時代以降の遺構・遺物に分けて報告するが、弥生土器の小破片など

を出土する時期不明遺構については後者に含めて報告することとする。また、方形周溝墓や、掘

立柱建物跡のように複数の地区にまたがる遺構に関しては、どちらかの地区でまとめて報告を行

うこととする。

（伊野近富・石崎善久）
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第３図　時塚遺跡方形周溝墓復原図（1/500）
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（２）15ー１地区

15−１地区は今回の調査対象地の中でも北西に設定した調査区である。調査区では上層遺構と

して掘立柱建物跡群や土坑・性格不明のピット・溝を、下層遺構として弥生時代の方形周溝墓を

検出した。古墳時代に属する遺構は確認できなかった。

１）弥生時代の遺構・遺物

Ａ．検出遺構

弥生時代に属する遺構として方形周溝墓10基を検出した。その他、弥生時代の遺構として確実

視されるものとして、土坑・溝などがある。方形周溝墓は隣接の地区にもおよんでおり、ふたつ

の地区にまたがるものは、本項で報告する。以下、各遺構について概観する。

第４図　１地区検出遺構配置図（弥生時代、1/４００）
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第５図　15−１地区方形周溝墓実測図（１）（平面：1/200、断面：１／50）
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15−１号墓　連続する３基の溝、ＳＤ198（幅1.9ｍ・深さ0.6ｍ）

を北辺に、ＳＤ534（北半部：幅3.6ｍ・深さ0.5ｍ）を東辺に、Ｓ

Ｄ540（幅1.3ｍ・深さ0.5ｍ）を南辺にもつ周溝墓として復原した。

西辺には区画溝は確認されなかった。後述する15−２号墓とは

ＳＤ534を、15−３号墓とはＳＤ540をそれぞれ共有している。

周溝墓の規模は東西７ｍ以上、南北７ｍを測る。

遺物はＳＤ198では溝のほぼ中心軸で、溝底部に接する形で、

壺（170）・甕（190）・台付壺（178）・円窓付土器（206）などが検出

された（第８図）。遺物の出土状況からは墳丘からの転落である

か、周溝外からの投棄であるかなどの状況を伺うことはできな

い。また、周溝北端では甕（197）が検出された。

ＳＤ534では溝中央部での遺物出土状況を図示した（第６図）。

壺（66）・高杯（101）などがある。いずれも周溝の掘形に接して検出された。そのうち広口壺（65）

は15−１号墓側からの転落の可能性が高いものと判断される。

ＳＤ540における遺物は、東半部に集中して埋没していた。

周溝墓に伴う埋葬施設としてＳＫ449（第７図）を想定しておきたい。規模、形状や上層の遺構

との切り合い関係、埋土中から弥生土器片のみが出土していることから15−１号墓に伴う埋葬施

設である可能性が高い。ＳＫ449は平面長方形プランを呈し、南北方向に主軸をとる南北1.6ｍ、

東西0.5ｍ、深さ0.15ｍの規模をもつ素掘りの土壙である。土壙底面は北側が高い。棺の痕跡等を

確認することはできなかった。

15−２号墓　15−１号墓の東に位置する。ＳＤ534を西辺に、15−4号墓の北辺を区画するＳ

第６図　ＳＤ534遺物出土状況図（1/20）
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第７図　15−１号墓埋葬施設
ＳＫ449実測図（1/50）
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Ｄ571（幅１ｍ・深さ0.3ｍ）を南

辺に、ＳＤ549の北側への突出

部分（幅１ｍ・深さ0.15ｍ）を東

辺にもつ方形周溝墓として復原

した。北側には区画溝は検出さ

れていない。隣接する周溝墓と

の前後関係は不明である。

周溝墓の規模は東西10.6mを

測る。南北方向の規模について

は判断するための遺構などがな

く不明である。

遺物の出土状況は図示するこ

とはできず、15−４号墓と共有

する区画溝から出土している遺

物についても、どちらの周溝墓

に伴うものであるのか判断する

ことができない。

15−３号墓　15−１号墓の

南に位置する。ＳＤ540を北辺

に15−１号墓と共有し、東はＳ

Ｄ534、南はＳＤ517で区画され

る。 Ｓ Ｄ534は 長 さ4.8m、 幅

1.1mにわたって、周溝の一部を

周辺より15〜17cmあまり土坑

状に掘り下げているが、この部

分の機能や性格については明確

ではない。溝内埋葬の可能性も

否定できないが、やや大型であ

るため、周溝墓の盛土確保のた

めの再掘削によるものの可能性

が高いと考える。西側の区画溝

などは調査区内では検出されな

かった。周溝墓の規模は東西９

m以上、南北12mを測る。

周溝内における遺物の出土状 第８図　ＳＤ198遺物出土状況図（1/20）
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況はＳＤ534の南側で大型の壺（79）が出土している（第９図）。

出土位置からみてこの周溝墓に伴うものである可能性が高い。

また後述する15−７号墓の北側区画ＳＤ517北西部における遺

物（第15図上段）も、図示されたものは周溝底から浮いており、

周溝墓が一定埋没してからの転落、もしくは遺棄とみられる。

平面的な出土状況から、これらの遺物はこの周溝墓に伴うもの

である可能性が高い。

この周溝墓に伴う埋葬施設としてＳＫ551（第10図）を想定し

ておく。東西方向に主軸をもつ、平面長方形プランを呈する素

掘りの土壙である。棺の痕跡などは確認されなかった。規模は

長軸2.5m、短軸１m、深さ0.15mを測る。弥生土器の小片のみ

が出土している。

15−４号墓　15−３号墓の東に隣接する。北は15−２号墓

の南辺のＳＤ571、東は15−５号墓の西側区画ＳＤ549、西は15

−３号墓とＳＤ534を共有し、南は15−８号墓の北側区画溝であるＳＤ523により区画される。周

溝の南西コーナー部分は周溝が途切れており、完周していない。なお、ＳＤ549埋土の状況から、

15−４号墓は15−５号墓に先行して造墓された方形周溝墓であると考えるが、完全に溝が埋没し

た後に15−５号墓が造墓されたものか否かは明らかではない。また、後述するようにこれは、15

−５号墓拡張後の状況を示しているとみられ、15−５号墓の築造段階での様相を示しているもの

第10図　15−３号墓埋葬施設
ＳＫ551実測図（1/50）

第９図　ＳＤ534遺物出土状況図（1/20）
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ではないようである。周溝墓の規模は東西10.6m、南北8.8mを測る。

15−８号墓と共有する南側区画溝内から弥生土器が出土した（第11図）

が、平面的な出土状況からは、どちらの周溝墓に伴うものか判断するこ

とはできない。また、出土状況図と遺物を照合することもできなかった。

この周溝墓の埋葬施設としてＳＫ558（第12図）を想定する。周溝墓のほ

ぼ中央に位置していることや、出土遺物に須恵器などが存在しないこと

から、埋葬施設の可能性が高い。土坑は平面はややいびつな長方形プラン、

断面形は素掘りの形状を呈する。規模は長軸２ｍ、短軸0.6ｍを測り、深

さは0.15ｍが遺存する。主軸はほぼ真東西方向にもつ。土壙底面は東側

が高い。木棺の痕跡などは確認できず木棺墓か土壙墓か不明である。

15−５号墓　15−４号墓の東に隣接する。ＳＤ315、２地区で検出さ

れたＳＤ563を北辺の区画溝とし、西辺は15−４号墓の東ＳＤ549と重複

する。先述したように、この溝の断面から15−４号墓が先行して造墓さ

れたものとみられる。南辺は15−８号墓の北側の区画溝ＳＤ523により画

される。東側は２地区ＳＤ535により画される。北東および南東コーナー部分は周溝が途切れて

いる。なお、北側にはさらに１地区で検出されたＳＤ342、２地区で検出されたＳＤ534がＳＤ

535と主軸をあわせて巡っており、この周溝墓の拡張が行われた可能性がある。また、ＳＤ549北

端はＳＤ342と軸をそろえるようにＳＤ315より北側に突出していることから、この周溝墓拡張時

に再掘削された溝である可能性を考えたい。

第12図　15−４号墓埋
葬施設ＳＫ558実測図

（1/50）

第11図　ＳＤ523遺物出土状況図（1/20）
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第13図　15−５号墓実測図（平面：1/200、 断面：1/50、 遺物出土状況：1/20）
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なお、15−６号墓との切り合いや前後関係については明確ではない。

周溝墓の規模は南北方向に拡張があったという前提で、拡張前が、南北11.6m、東西10mを、

拡張後の規模は南北13.3mをそれぞれ測る。

遺物はＳＤ549北端で周溝墓外から転落した状態で壺（108・142）、台形土器（156）が、ＳＤ549

の中央から南側では広口壺（116）、細頸壺（123）、広口壺（119）が出土している（第13図）。前者は、

再掘削後に周溝墓外から遺棄あるいは供献されたものとみられる。後者は再掘削時の溝内から出

土しているが、この周溝墓に伴うものか、再掘削以降に15−４号墓側から転落したものの両者の

可能性が考えられる。

この周溝墓では埋葬施設を確認することはできなかった。また、墳丘上では不整形なＳＫ502

が検出されたが、遺構の性格については明確ではない。

15−７号墓　15−３号墓の南に隣接する。完周するとみられるＳＤ517で区画されるが、西側

は撹乱が著しく詳細は不明である。周溝は東に隣接する15−８号墓、北に接する15−３号墓と共

有している。東側区画溝内では15−８号墓側で部分的に再掘削されたような状況がみられるが、

断面観察からは前後関係を示すことはできなかった。周溝の規模は北側で幅1.7m、深さ0.3m、

東側で幅2.7m、深さ0.6m、南側で幅1.5m、深さ0.3m、西側で幅1.8m、深さ0.23mを測る。また、

南側周溝は中央部でさらに南側に延びていく部分がみられる。この南に延びていく溝の東西に周

溝墓を想定することが可能であり、ここでは15−12・13号墓としておく。周溝墓の規模は東西

11.4ｍ、南北13ｍを測る。

北側区画ＳＤ517の西端からは高杯（34）、甕（21・22）、壺（18）などが出土している（第15図上段）。

平面的な出土状況からはこの周溝墓に伴うものではなく、北側の15−３号墓側から転落したもの

の可能性が高いと考える。広口壺（20）については、どちらの周溝墓に属するものか不明である。

南側周溝内では水差し形土器（14・15）が、細片化して出土している（第15図下段）が、出土状況

からみて、周溝外の南側からの転落もしくは遺棄とみられる。

15−８号墓　15−７号墓の東に隣接する方形周溝墓である。北側および東側は、15−４・５

号墓と共有し、南東へ屈曲するＳＤ523（北：幅2.1ｍ・深さ0.5ｍ、東：幅１ｍ以上・深さ0.5ｍ以上）

で、南側はＳＤ515（幅1.7〜2.7ｍ・深さ0.1〜0.25ｍ）で、西側は15−７号墓と共有するＳＤ517で

区画される。周溝墓の規模は東西18ｍ、南北12ｍを測る。なおＳＤ515は西端で北に屈曲し、Ｓ

Ｄ517との間に掘り残しがみられる。したがって、東側については畦畔のため詳細は不明であるが、

少なくとも完周する周溝をもつ周溝墓ではない。またＳＤ515は南側にさらに延びる部分が認め

られるため、先述したＳＤ517の南に延びる部分との間に１基の周溝墓を想定しておきたい（15−

13号墓）。また、南東部にも方形周溝墓を想定する（15−14号墓）が、これについては４地区の項

で述べることとする。

遺物は周溝内北西部で弥生土器が出土しているが、この周溝墓に伴うものか明らかではない。

以上の方形周溝墓のほかに、弥生時代の遺構として、土坑、溝、柱穴などがある。柱穴につい

ては出土遺物のみを記載した。
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ＳＫ209（第14図）　15−７号墓の北側で検出された土坑である。上層の柱穴との切り合い関係

や出土遺物が弥生土器のみであること、平面形状などから弥生時代の木棺墓、もしくは土壙墓と

考える。平面は方形を呈し、主軸は東西方向にとる。規模は長軸1.9ｍ、短軸1.1ｍ、深さ0.1ｍを

測る。棺の痕跡などは確認されていない。周辺に弥生時代の溝などを確認することができず、区

画をもたない埋葬施設の可能性が高い。

ＳＤ96　トレンチ中央部で検出された不整形な溝である。北端が南西側へ屈曲する。全体に

第14図　15−７・８号墓実測図（平面：1/200、 断面1/50）、ＳＫ209実測図（1/50）



京都府遺跡調査報告集　第 135 冊

-14-

第15図　ＳＤ517遺物出土状況図（1/20）
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土坑などが切り合いながら構成されたような形状をとる。性格については不明であるが、一部は

方形周溝墓の残欠の可能性がある。

ＳＤ289　ＳＤ96の南に位置する南北方向の素掘り溝である。

ＳＫ13　１地区北東部で検出した不整形な土坑である。

ＳＫ246　15−１号墓の北側ＳＤ198の西で検出した不整形な土坑である。

ＳＫ257　ＳＫ246の北に位置するややいびつではあるが、平面方形に近いプランを呈する土

坑である。

ＳＫ277　トレンチ北西部で検出した不整形な土坑である。奈良時代の遺構に大部分を削平さ

れている。

ＳＤ213　トレンチ北部中央で検出した「く」字状に屈曲する溝である。ＳＤ96北西部やＳＫ

166と併せて方形周溝墓を構成していた溝の残欠の可能性がある。

ＳＫ166　ＳＤ213の北東に位置する土坑である。

ＳＤ320　ＳＤ549から北へのび、先端部が東側に屈曲する溝である。方形周溝墓の可能性が

あるが、対をなす周溝などがなく周溝墓として確定できない。また、先端部は長さ1.3ｍ、幅0.8ｍ、

深さ0.2ｍを測る平面長方形を呈する素掘りの土坑となっている。ＳＤ549との切り合い関係など

は不明である。

ＳＫ420　調査地北西部で検出した楕円形の土坑である。 

上記の遺構のほか、弥生土器が出土した柱穴・土坑などがあるが、確実に住居の中央土坑ある

いは廃棄土坑として認識できる遺構はない。柱穴・土坑の遺物については可能な限り抽出を行い、

報告を行うこととするが、後世の混入遺物の可能性も否定しきれないため、弥生の遺構としては

確実視せず、時期不明の遺構として、第47図に位置のみを記載している。

（伊野近富・石崎善久）
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